
１　事業の成果

　　（１）特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

事業費の金額
（円）

①孤立を防止する活
動に関わる調査・情報
収集活動

活動なし 0

②障害や病気に合わ
せた衣服や物品の企
画・製造・販売

活動なし 0

③社会参加が困難な
状況にある人を対象と
した衣服や物品の企
画製造販売を行う人
材の育成・関連業種
への研修活動

アダプティブ
ファッションデザ
インスクール第2
期の運営

通年

講義動画
配信及び
オンライン
授業を全
国の受講
生へ

3人 5人 956,090

スクール修了生
のブランドファッ
ションショーの
衣装制作、イベン
ト運営。

年1回
トヨタハート
フルプラザ
福岡

22人
見学者・参加企
業約70人

60,000

障がいのある子
供を対象としたデ
ザインコンテスト
のフライヤー制
作と配布を行
なった。

年1回

企画運営
は福岡市
内。配布は
全国。

2人
作品応募者約
150人見込み

38,990

④社会参加が困難な
状況にある人を対象と
したデザイン・作品の
発表会や人との交流
を目的としたイベント
の実施

　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人エスプリローブ

令和3年度　事業報告書

2022年9月1日から2023年8月31日

今期は、孤立を防止する活動に関わる調査・情報収集活動事業と、障害や病気に合わせた衣服や物品の
企画・製造・販売事業の2事業は、計画的な人員の配置が出来ず今期は活動を行ないませんでした。
人財育成の事業では、昨年度より引き続き日本財団様より助成金を頂き、障がいのある人を対象としたア
ダプティブファッションデザインスクールの継続開催となりました。
スクールでは、一般の学校に就学が困難な方々が、オンラインでプロ講師からアパレルCADの操作方法を
教授していただき、最終的には自分で思い描く洋服のパターンをCADで制作しました。
個人の出来ることがレベルアップすることで学ぶことへの意欲が上がっているのを感じとれました。
学んだことを実践に繋げられるように、引き続きサポート体制を構築することが次年度も取り組むべき課題
です。
人財育成事業の大きな成果として、昨年度のスクール修了生が、会社を設立しファッションブランドを作った
こと、また分校として小規模のスクールを開講していることが挙げられます。
活動をしている修了生が継続した事業を行なえるように引き続き支援をしていきたいと考えます。
ファッション教育としては稀なスクールである事と、当法人の活動に関心を寄せられたアパレル業界の大手
アメリカンブランドの人事部から面談の依頼があり情報交換を行ないました。
イベント事業では、昨年度より開催していた障がいのある子供たちのデザインコンテストのオンライン審査会
と賞状副賞の授与を行いました。今年度も来年度にかけて作品募集を実施しています。フライヤーの発送
業務は就労支援施設に委託して仕事の創出をしました。作業に関わった特別支援学校の生徒から喜びの
声があったと報告を受けました。

２　事業の実施に関する事項


